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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水に、電離性放射線を照射して得たハイドロゲルを添加したハイドロゲル添加水と和紙原
料とを含む溶液を調整する調整工程と、
前記調整工程で調整された前記溶液を建築資材に吹き付けて被覆を形成する被覆形成工程
と、
前記被覆形成工程によって被覆が形成された建築資材の乾燥を行う乾燥工程と、を有する
ことを特徴とする和紙被覆建築資材の製造方法。
【請求項２】
前記被覆形成工程と前記乾燥工程とを、複数回繰り返すことを特徴とする請求項１に記載
の和紙被覆建築資材の製造方法。
【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載の製造方法によって製造されたことを特徴とする和紙被覆建
築資材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天然素材感を有すると共にインテリア性にも優れた和紙被覆建築資材（和紙
の被覆がなされた建築資材）の製造方法に関するものである。また、本発明は、そのよう
な方法を用いて製造した和紙被覆建築資材にも関連している。
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【背景技術】
【０００２】
　消費者の自然志向に伴い、天然素材を使用した和紙材料を、パネル材などの建築資材、
或いは、電気照明器具のフード、天井の明かり取り部などに応用した製品が種々提案され
ている。このような製品の多くは、基材となるパネル材などに対して接着剤により和紙を
貼着することによって製造されるものであるが、接着剤の経年変化などに伴う劣化により
和紙が剥がれてしまうなどの問題があった。
【０００３】
　そこで、和紙に似せた材料によりパネル材などを製造する技術が開発されている。例え
ば、特許文献１（特開２００８－１７４８６３号公報）には、バサルト繊維及び無機繊維
を含むスラリーを抄造して成形されたシート基材に熱硬化性樹脂を含浸させ硬化したパネ
ル材であって、シート基材と熱硬化性樹脂とによって和紙模様が形成されていることを特
徴とするパネル材が開示されている。
【特許文献１】特開２００８－１７４８６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の技術により製造されたパネル材は、経年劣化が少ないなどのメリッ
トは存在するが、和紙原料を用いるものではないので、本物の和紙材料を使用したものと
比較すると、手で触ったときの質感や風合いが異なる、という問題があった。そこで、可
能であれば、やはり本物の和紙材料をパネル材などに貼着させたパネル材などが理想であ
るが、「背景技術」にも記載したとおり、和紙の貼着の際に接着剤を利用すると、その部
分がネックとなり、和紙の剥がれが発生してしまう、という問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記のような問題点を解決するために、請求項１に係る発明は、水に、電離性放射線を
照射して得たハイドロゲルを添加したハイドロゲル添加水と和紙原料とを含む溶液を調整
する調整工程と、前記調整工程で調整された前記溶液を建築資材に吹き付けて被覆を形成
する被覆形成工程と、前記被覆形成工程によって被覆が形成された建築資材の乾燥を行う
乾燥工程と、を有することを特徴とする和紙被覆建築資材の製造方法である。
                                                                                
      
【０００６】
　また、請求項２に係る発明は、請求項１に記載の和紙被覆建築資材の製造方法において
、前記被覆形成工程と前記乾燥工程とを、複数回繰り返すことを特徴とする。
【０００７】
　また、請求項３に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載の製造方法によって製造さ
れたことを特徴とする和紙被覆建築資材である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の和紙被覆建築資材の製造方法及び和紙被覆建築資材によれば、ハイドロゲル添
加水と和紙原料とを含む溶液を建築資材に吹き付けることにより、接着剤を用いることな
く和紙原料をパネルなどの建築資材に被覆することが可能となるので、接着剤劣化に伴う
和紙の剥がれなどの現象が発生することがない。また、本発明の和紙被覆建築資材の製造
方法及び和紙被覆建築資材によれば、本物の和紙材料を使用するので、手で触ったときの
質感や風合いに違和感を覚えることがない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る和紙被覆建築資材の製造方法における被覆形成工程の様
子を示す図である。
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【図２】被覆回数と厚みの関係を示す図である。
【図３】被覆回数と坪量の関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。本発明の和紙被覆建築資材の製造方法において
は、従来例における接着剤のような働きをＣＭＣハイドロゲルに求めている。すなわち、
和紙原料を建築資材などの基材に安定的に被覆させることを補助する役目をＣＭＣハイド
ロゲルに担わせている。本発明においては、水にＣＭＣハイドロゲルを添加したＣＭＣハ
イドロゲル添加水と和紙原料とを含む溶液を調整し、調整されたこの溶液を建築資材に吹
き付けて被覆を形成し、これを乾燥させることによって和紙原料を建築資材に被覆するよ
うにしている。
【００１１】
　ここで、本実施形態において用いるＣＭＣハイドロゲルとは、カルボキシメチルセルロ
ース（ＣＭＣ）に精製水を加え良く練ったペースト状態に電離性放射線を照射して得たも
のである。このＣＭＣハイドロゲルは、土壌中の微生物により生分解する環境に優しい生
分解性高分子吸水ゲルであるという特性を有する。また、ＣＭＣハイドロゲルは水を多量
に吸収し保持できるという特性を有する。このようなハイドロゲルとしては、特開２００
８－１１１０２７号公報、特開２００４－４３５４３号公報、特開２００３－４８９９７
号公報、特開２００１－２７０３号公報などに記載のものを用いることが可能である。
【００１２】
　なお、本実施形態においては、ＣＭＣハイドロゲルとしては、ゲル分率が１０％～８０
％のもの、より好ましくは４０％～７０％のものを用いるようにする。
【００１３】
　（ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙の試作）
まず、上記のようなＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙を製作する際、どの程度の
ＣＭＣハイドロゲルの添加量が適切であるかについて試験を行った。特開２００１－２７
０３号公報「自己架橋型アルキルセルロース誘導体、及びそれらの製造方法」に開示され
ているＣＭＣハイドロゲルを使用した。今回は、ＣＭＣハイドロゲル２０に対し水８０の
組成（重量割合）で合成し、このＣＭＣハイドロゲルを、手漉き和紙の練り材として使用
して、手漉き和紙の製作を行った。この際、ＣＭＣハイドロゲルの濃度０．１体積％、０
．２体積％、０．３体積％、０．５体積％、０．７体積％、１．０体積％の各溶液を１０
０L用意し、これらに和紙原料（楮１ｋｇ）を加え、紙漉きを行い、従来の紙漉き時と比
較した。
【００１４】
　表１には従来の手漉き和紙における各原料の配合を表１に示す。ここで、化学練り材と
しては、明成化学工業株式会社製アルコックスＫ－２を用いた。このアルコックスＫ－２
は、和紙抄紙用合成粘剤であり、ポリエチレンオキサイド－アクリルアミド共重合物を主
な組成とするものである。なお、表１における「楮」の欄中の「２０％水分」については
、ＪＩＳ　Ｐ８２０２「パルプ－ロットの絶乾率の試験方法」に準拠して行われた。この
試験方法では、パルプなどの試験対象物の質量が一定となるまで１０５℃±２℃で乾燥し
、このときの減量分を求め、元の質量に対する百分率で表す。
【００１５】
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【表１】

　表２に、０．１体積％、０．２体積％、０．３体積％、０．５体積％、０．７体積％、
１．０体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液に、和紙原料（楮）を加え、紙漉きを行っ
たときの結果を示す。ここで、紙漉きには４００～６００メッシュの網が用いられている
。
【００１６】

【表２】

　紙漉き時の最適な粘度は、経験によるところがあり、数値化は難しい面もあるが、ＣＭ
Ｃゲルが０．５％以下の濃度なら紙漉きに、使用できるとの結果が得られた。なお、ＣＭ
Ｃハイドロゲル濃度が０．７体積％、１．０体積％のものを用いたときには、和紙原料が
網から落下せずに紙漉には不適であった。
【００１７】
　（ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙の水分保持効果に関する試験）
次に、ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙がどの程度水分を保持するのについて試
験を行った。ＣＭＣハイドロゲル濃度が０．５体積％のＣＭＣハイドロゲル添加水を練り
材として製作した和紙と、従来の手漉き和紙に５ｃｃのホールピペットによって、純水を
同時に滴下し、時間ごとの広がりを観察した。また、水分率は、試験当初（滴下前）と２
４Ｈｒ後の測定を比較した。表３に試験結果を示す。なお、水分率の計測は、（株）サン
コウ電子研究所製、電気式水分計ＭＲ２００IIに、紙用プローブＫＧ－ＰＡを装着して行
った。
【００１８】
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【表３】

　表３からわかるように、濃度が０．５体積％のＣＭＣハイドロゲル添加水を練り材とし
て製作した和紙は、滴下直後からよく水分を保ち、１時間経過以降の広がり状態に大きな
変化が見られない。
【００１９】
　これに対して、従来手漉き和紙においては、５時間経過後においては、滴下１０分後に
おけるシミの直径の約１．３倍にまでにシミが広がった。また、乾燥後には、外周部分に
茶色のシミ模様の残存が確認された。
【００２０】
　ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙は、水分率測定前の標準状態において、従来
手漉き和紙に比べて、水分率が２．８％高い。ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙
は、滴下試験の結果と水分を保持しシミの出にくい和紙として特徴付けることができる。
なお、従来手漉き和紙で生じた茶色のシミ模様の成分は、和紙原料や水に含まれる鉄分や
ミネラルなどの不純物であるものと考えられる。
【００２１】
　水分率の変化を測定した結果、従来手漉き和紙は２４時間後に試験前の水分量の３．２
％増となったが、ＣＭＣゲル添加和紙は、滴下前の約２倍量の水分を保持した状態が保た
れていた。
【００２２】
　（ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙の物性評価・強度試験）
　ＣＭＣハイドロゲルを練り材として使用した手漉き和紙を試作し、物性試験を実施した
。物性試験に供した紙料は以下の４つである。
・０．１体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液に、和紙原料（楮１ｋｇ）を加え、紙漉
きを行った和紙。
・０．５体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液に、和紙原料（楮１ｋｇ）を加え、紙漉
きを行った和紙。
・従来手漉き和紙（１）：ハイドロゲル添加和紙（ハイドロゲル０．１体積％）の坪量と
同等になるようにメッシュ網を選択して紙漉した和紙。
・従来手漉き和紙（２）：ハイドロゲル添加和紙（ハイドロゲル０．５体積％）の坪量と
同等になるようにメッシュ網を選択して紙漉した和紙。
以上の４つの紙料を用いて行った試験は、坪量、透気抵抗度、破裂度、引張強度、伸び、
湿潤引張強度、引き裂き強度の各測定である。表４に物性試験の結果を示す。
【００２３】
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【表４】

　表４からわかるように、０．１体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液に基づいて製作
された和紙において、従来手漉き和紙（１）に比べて、破裂強度、引張強度、引裂強度に
１．７～５．７倍の効果が確認された。
０．５体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液に基づいて製作された和紙において、従来
手漉き和紙（２）に比べて、破裂強度、引張強度、引裂強度に１．７～２．４倍の効果が
確認された。
【００２４】
　また、通気抵抗試験の結果からは、一般的な機械漉き壁紙（表中には表示せず）の約４
倍近くの通気性がある結果が得られた。屋内用の建築資材については、より通気性の高い
ものが好まれる傾向もあり、前記のような通気性の高い和紙材料を用いた建築資材にはよ
り高い付加価値を付与することができるものと期待できる。

　以下、ＣＭＣハイドロゲル添加による手漉き和紙についてまとめる。
・ＣＭＣハイドロゲルは化学粘剤の代替品として使用可能であるものと考えられる。
・ＣＭＣハイドロゲルは水分を保持するとともに湿気によるシミなどの発生防止効果があ
る。
・ＣＭＣハイドロゲルの粘度の安定には使用する水質の影響を考慮する必要がある。
【００２５】
　（ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙原料の各種素材への吹き付け試験）
次に、ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙原料を各種素材に吹き付け適正な被覆を形成す
ることが可能であるかについて試験を行った。図１は本発明の実施形態に係る和紙被覆建
築資材の製造方法における被覆形成工程の様子を示す図である。被覆形成工程のために、
少なくともＣＭＣハイドロゲル溶液と和紙原料（楮）を用いた溶液を調整した。調整した
溶液は、スプレーガン３０にセットし、各種素材に吹きつけを行った。このスプレーガン
３０としては、モルタル吹き付け用途のものを用いることができ、本実施形態ではＶＯＹ
ＬＥＴ社製ＦＲ－３００を用いている。吹き付け工程で用いるスプレーガン３０としては
、これに限定されるものではなく、これ以外のものを用いることも可能である。
【００２６】
　各種素材に対して、上記のような吹き付けを行った後、乾燥工程を経て、和紙原料が被
覆された各種素材を得た。このような吹き付け試験を行った結果、無機質パネル、ガラス
、板状金属、網目状金属、陶器、プラスチックなどの素材に対して和紙原料を良好に被覆
することが可能であることがわかった。
【００２７】
　（ガラス化加工を施したＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙の物性評価・強度試験）
ＣＭＣハイドロゲルを練り材として使用した手漉き和紙を試作し、さらにこれにガラス化
加工を施し、物性試験を実施した。物性試験に供した紙料は以下の３つである。
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・０．５体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液に、和紙原料（楮１ｋｇ）を加え、紙漉
きを行った和紙。
・従来手漉き和紙（１）：ハイドロゲル添加和紙（ハイドロゲル０．１体積％）の坪量と
同等になるようにメッシュ網を選択して紙漉した和紙。
・従来手漉き和紙（２）：ハイドロゲル添加和紙（ハイドロゲル０．５体積％）の坪量と
同等になるようにメッシュ網を選択して紙漉した和紙。
【００２８】
　０．５体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲルに基づいて製作された和紙に対しては、ガラ
ス化加工による湿潤引張強度の改善をおこなうため、アルコール可溶型有機ケイ素化合物
を含有する、日東紡社製ＳＳＧコート（ＳＳＧＨＢ１１Ｂ）を、５０ｃｃ／ｍ2、１００
ｃｃ／ｍ2、２００ｃｃ／ｍ2含浸させ比較評価試験を行った。行った試験は、坪量、破裂
度、引張強度、伸び、湿潤引張強度、引き裂き強度の各測定である。表５に物性試験の結
果を示す。
【００２９】

【表５】

　表５からわかるように、湿潤引張強度測定で、ガラス化加工されたＣＭＣハイドロゲル
添加手漉き和紙は、未加工の和紙（表５の通常手漉き和紙（２））に比べ、強度において
７．８～９．３倍の強度が得られ、ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙の湿潤引張強度の
大幅な改善が見られた。このようなガラス化加工されたＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和
紙は水回りや高湿度環境下での、用途が考えられる。
【００３０】
　（クリスタルシーラー加工ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙の防水性・防炎性・耐候
性）
ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙にクリスタルシーラー加工を施すことにより、屋外使
用が可能であるか、防水性、防炎性、耐候性を検証する。表面積０．６ｄｍ2、６０メッ
シュの亜鉛引き金網に、少なくともＣＭＣハイドロゲル溶液と和紙原料（楮）を用いた溶
液を被覆後乾燥し、各濃度のクリスタルシーラー液に浸漬させ、１日反応硬化した後、耐
候性テストとして２週間屋外に放置した。また、用意したサンプルは、未加工のサンプル
、１０体積％ケイ酸アルカリを用いたサンプル、２０体積％ケイ酸アルカリを用いたサン
プル、３０体積％ケイ酸アルカリを用いたサンプル、５０体積％ケイ酸アルカリを用いた
サンプルの５つのサンプルである。なお、クリスタルシーラーの主成分はケイ酸アルカリ
である。クリスタルシーラー（製品名）は新技術創造研究所株式会社や下新技術創造研究
所株式会社により提供されているが、今回は新技術創造研究所株式会社製のものを用いた
。防炎性の試験については、ジェットバーナーによって４５°の角度から１分間の燃焼を
行った。また、防水性の試験では、２週間の屋外放置による暴露試験、具体的には、屋外
で、平均気温が３．１℃（最高気温１４．８℃　最低気温－１．４℃）、天気は曇り、雨
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、みぞれ、あられ、ひょう、雪が降り、２週間の試験期間中は悪天候の日が多い状況での
暴露試験を行った。表６に防水性・防炎性・耐候性試験の結果を示す。
【００３１】
【表６】

　表６に示すように、防水性の試験については、クリスタルシーラー加工を施したサンプ
ルのいずれも良好な結果を得ることができたが、未加工のサンプルについては膨潤してし
まった。また、防炎性の試験については、クリスタルシーラー加工を施したサンプルのい
ずれも良好な結果を得ることができたが、未加工のサンプルについては燃焼が発生した。
耐候性の試験については、いずれのサンプルも良好な結果を得ることができた。耐候性の
試験は、６０メッシュの亜鉛引き金網にさびが発生したか否かを判断基準とした。
【００３２】
　以上のように、ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙にクリスタルシーラー加工を施すこ
とにより、屋外での使用可能性が大であることを確認することができた。
【００３３】
　（ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙原料の複数回被覆）
　本発明に係る和紙被覆建築資材の製造方法は、水にハイドロゲルを添加したＣＭＣハイ
ドロゲル添加水と和紙原料とを含む溶液を調整する調整工程と、前記調整工程で調整され
た前記溶液を建築資材に吹き付けて被覆を形成する被覆形成工程と、前記被覆形成工程に
よって被覆が形成された建築資材の乾燥を行う乾燥工程と、前記被覆形成工程と前記乾燥
工程とを、複数回繰り返すことも含まれている。すなわち、ＣＭＣハイドロゲル添加手漉
き和紙原料を所定の建築資材に複数回被覆するような製造方法である。
【００３４】
　このような製造方法に係る試験を行った。より具体的には、ＣＭＣハイドロゲル添加手
漉き和紙原料を、建築資材として珪藻土パネルに被覆し、各種試験を行った。珪藻土パネ
ル（４５５ｍｍ×４５５ｍｍ）に、ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙原料を決められた
条件で、1回、２回、４回、６回、８回、１０回被覆し各種データを得た。比較対象品と
して、珪藻土パネルにビニール壁紙、機械漉き和紙壁紙（裏打ち紙付き）を被覆し、試験
した。なお、本実施例においては、珪藻土パネルとしては、ウベボード株式会社製商品名
「やさしい壁」を用いた。
【００３５】
　試験品の作成条件
珪藻土パネル（４５５ｍｍ×４５５ｍｍ）に、ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙原料を
決められた条件で被覆した。また被覆回数は1回、２回、４回、６回、８回、１０回のサ
ンプルを作製した。それぞれのサンプルは２枚ずつ作成した。
和紙原料被覆条件を以下に示す。
吹き付け装置：　　　スプレーガン３０
吹き付け口径：　　　９ｍｍ
吹き付け角度：　　　９０°
スプレー圧：　　　　５ｋｇ／ｃｍ2

被覆量：　　　　　　１回当たり０．５L
被覆時間：　　　　　平均１８．８秒
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被覆間隔：　　　　　３０分
　また、表７は被覆形成工程の際に調整された溶液の配合量を示している。調整された溶
液には、未晒しの楮５ｋｇ、１．０体積％の濃度のＣＭＣハイドロゲル溶液を１リットル
、紙料補強剤（サイズ剤）を適宜加え、残りに純水を用いて全体として１００リットルと
なるようにして、和紙被覆材料を調整した。
                                                                                
      
【００３６】
【表７】

　また、被覆回数に伴う水分率の変化量について表８に示す。水分率の計測は、（株）サ
ンコウ電子研究所製、電気式水分計ＭＲ２００IIに、紙用プローブＫＧ－ＰＡを装着して
行った。
【００３７】
【表８】

　まず、被覆回数によって、被覆膜厚がどのように変化するについて測定を行った。各サ
ンプルを５０ｍｍ×５０ｍｍに裁断し室温２５℃、湿度４０％の室内に２４時間静置保持
後に、マイクロメーターにて測定した。図２は被覆回数と厚みの関係を示す図である。図
２に示すように、被覆回数による厚みの増加は確認され、本発明のように前記被覆形成工
程と前記乾燥工程とを、複数回繰り返すことが有効であることがわかった。
【００３８】
　次に、被覆回数によって、坪量がどのように変化するについて測定を行った。各サンプ
ルを５０ｍｍ×５０ｍｍに裁断し室温２５℃、湿度４０％の室内に２４時間静置保持後に
、重量測定後、坪量に換算した。図３は被覆回数と坪量の関係を示す図である。図３に示
すように被覆回数と共に坪量も増加し、本発明のように前記被覆形成工程と前記乾燥工程
とを、複数回繰り返すことが有効であることがわかった。
【００３９】
　出願人はこれまでの経験から１３０±１０ｇの坪量のものがハンドリングしやすいこと
を確認しているが、このような坪量に相当する被覆回数は、今回のサンプル作製条件によ
れば５～６回被覆のものに相当する。
【００４０】
　次に、被覆回数によって、建築資材と和紙原料との密着強度がどの程度であるかを求め
るようにした。まず、被覆回数によって、曲げ強度がどのように変化するかについて測定
した。測定においては、各サンプルを幅５０ｍｍ×２２７ｍｍに裁断し、インストロン４
４８２材料試験機を使用し曲げ試験を行い、降伏点最大荷重の比較を行った。なお、この
ような曲げ強度に係る試験は、ＪＩＳ　Ａ１４０８「建築用ボード類の曲げ試験及び衝撃
試験方法」に準拠して行われた。
【００４１】
　各サンプルを室温２５℃・湿度４０％の室内に２４時間静置保持後に、測定を開始した
。インストロン４４８２材料試験機においては、圧子の幅が５０ｍｍ、変移速度が５．０



(10) JP 5376337 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

００ｍｍ／ｍｉｎ、荷重レンジが０．５ｋＮ、スパンが９０ｍｍとなるように設定した。
試験結果を表９に示す。
【００４２】
【表９】

　ＣＭＣハイドロゲル添加手漉き和紙原料と珪藻土パネルとの密着性を測定するため、曲
げ試験を応用したが、数値のバラツキが多く、厳密な、密着強度を導き出すには至らなか
った。得られたこととして、機械漉き和紙の強度が一番高いが最大降伏点荷重到達後、急
激に割れが生じた。被覆和紙は４回被覆以降粘りがあり素材割れの進行は少ない傾向であ
った。
【００４３】
　次に、密着強度の測定について説明する。各サンプルを幅５０ｍｍ×２２７ｍｍに裁断
し、インストロン４４８２材料試験機を使用して各サンプルの引張強度を測定した。なお
、このような引張強度測定は、ＪＩＳ　Ａ１４０８「建築用ボード類の曲げ試験及び衝撃
試験方法」に準拠して行われた。
【００４４】
　各サンプルを室温２５℃、湿度４０％の室内に２４時間静置保持後に、測定を開始した
。測定においては、まず紙料（和紙）の片面から１２０ｍｍ引きはがし、１８０度方向に
引張強度を測定した。引張速度は１００ｍｍ／ｍｉｎ、フルスケール荷重がレンジ０．５
ｋＮとなるようにインストロン４４８２材料試験機を設定した。また、サンプルとしては
、機械漉き和紙、ビニール壁紙、和紙原料８回被覆品を選定して測定した。結果を表１０
に示す。
【００４５】

【表１０】

　和紙原料被覆は機械漉き和紙および、ビニール壁紙に比べ９．５～２．７倍の密着強度
が有る。機械漉き和紙および、ビニール壁紙は接着剤の密着強度の数値と考えられる。「
ＪＩＳ－Ａ６９２１　壁紙」によると、密着強度の規格として、６．３．４施工性試験に
関連が有るのみである。和紙原料被覆は壁紙としての位置づけにおいては、全体の密着強
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【００４６】
　以上、本発明の和紙被覆建築資材の製造方法及び和紙被覆建築資材によれば、ハイドロ
ゲル添加水と和紙原料とを含む溶液を建築資材に吹き付けることにより、接着剤を用いる
ことなく和紙原料をパネルなどの建築資材に被覆することが可能となるので、接着剤劣化
に伴う和紙の剥がれなどの現象が発生することがない。また、本発明の和紙被覆建築資材
の製造方法及び和紙被覆建築資材によれば、本物の和紙材料を使用するので、手で触った
ときの質感や風合いに違和感を覚えることがない。
【符号の説明】
【００４７】
３０・・・スプレーガン

【図１】

【図２】

【図３】



(12) JP 5376337 B2 2013.12.25

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100091971
            弁理士　米澤　明
(74)代理人  100119220
            弁理士　片寄　武彦
(72)発明者  内田　長信
            福井県鯖江市神中町二丁目５番２７－１号　株式会社トーキン内
(72)発明者  山本　弘行
            福井県鯖江市神中町二丁目５番２７－１号　株式会社トーキン内
(72)発明者  吉井　文男
            茨城県那珂郡東海村白方白根２番地４　独立行政法人日本原子力研究開発機構　東海研究開発セン
            ター原子力科学研究所内
(72)発明者  中島　準作
            福井県敦賀市木崎６５号２０番　独立行政法人日本原子力研究開発機構　敦賀本部内
(72)発明者  荒木　克彦
            福井県敦賀市木崎６５号２０番　独立行政法人日本原子力研究開発機構　敦賀本部内
(72)発明者  玉脇　宏
            福井県敦賀市木崎６５号２０番　独立行政法人日本原子力研究開発機構　敦賀本部内
(72)発明者  笠井　昇
            群馬県高崎市綿貫町１２３３番地　独立行政法人日本原子力研究開発機構　高崎量子応用研究所内

    審査官  南澤　弘明

(56)参考文献  特開平０３－１８７４６３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｆ　　１３／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

